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קּךּ פּצּ
高校生ボランティア・アワード2018

目的 צּ צּ ךּ כֿ ךּ︡
ḱ ךּ נּ לּ

ṡ אל קּ Ṣךּ
手法 ṇ

Method Ḳ ṇ
︡ ṇ

調査Ⅰ：活用の実態
Ｑ１．生き物活用の実態
Ｑ２．飼育・栽培の実態
Ｑ３．選択理由

調査Ⅱ：課題の抽出
Ｑ１．指導への自信
Ｑ２．扱いの難しさ
Ｑ３．困っていること

Method Ḳ ṡּקּך Ṣ
קּ Hands -on

専門性を活かし
・農業を学ぶ高校生の視点を取り入れること
小学校の学習項目に沿い
・科学的な見方・考え方の基礎が学べること
以上をベースとしたHands -on教材を作製することにしました。

Instruction Ḳ ḭ
埼玉大学教育学部生活創造講座 准教授 荒木祐二先生
常葉大学大学院初等教育高度実践研究科 田代直幸先生
静岡科学館る･く･るエデュケータ 主事 谷 俊雄先生
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Discussion Ḳ וֹףּ
ṇ

幼保年代、小学生低学年、その保護者等が参加
参加者への気配りの不十分さ
ワークショップ手法の未熟さ

などの課題が残り、経験の積み重ねが必要と感じました

Hands -on אל ḭ וֹ ḭשּ
שּ לּ ṡMind -on Ṣ ︣Ḯ

Discussion Ḳ
וֹ קּךּ פּצּ צּ ︣

ワークショップの練習で訪問した放課後児童クラブでは、さまざまな
社会課題を抱えていました。

צּ נּ
利用児童の増加
支援員の不足
長期休業中のプログラム不足

כֿ וֹ ︣ Ḯ

̝ ǵ

Future Work
「農業のおもしろさ」や「 農業を糸口とした科学を学ぶ楽しさ」とい
う価値を、多くの方々とともに創ることで、私たちだからこそできる
社会課題解決を目指していきます。
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Result Ḳ ṇ
87 ṇ

調査Ⅰ：活用の実態
Ａ１．すべての小学校で生き物教材が活用
Ａ２．飼育の実態

Ａ２．栽培の実態

Introduction Ḳ Ḵ

本校環境科学科では生き物教材を活用し、動
物、植物を問わず専門的な知識や技術を学ん
でいます。
平成14年から続く動物介在活動も大きな特徴
です。本校で飼養しているヤギ、ヒツジ、ニ
ワトリ、アイガモ、ハト、ウサギ、モルモッ
トなどを活用し、周辺地域の幼保・小学校等
と交流活動を続けています。
︡פּ︡

主催する高校と、対象である教育施設、特に小学校との活動において
求める目的が異なるのでは、という疑問を感じるようになりました

קּ ︡
生き物教材は生き物同士の関わり、生命の持つさま
ざまな神秘を実感できる教材として月刊「理科の教
育」で紹介されています。
生き物を新たな視点から教材として活用するという
考え方のもと、小学校はもちろん、さまざまな教育
施設での学びが広がっています。

וֹףּ קּ
植物の栽培、管理、活用を学ぶ
動物の飼育、管理、活用を学ぶ

Ａ３．栽培の実態

調査Ⅱ：課題の抽出
Ａ１．指導への自信、およびＡ２．扱いの難しさ

Ａ３．困っていること
専門的な知識不足による管理の難しさ

動物飼育：衛生面の管理や継続的な飼育方法
植物栽培：用土や苗にかかる費用の調達

管理する児童によって生育の差が出た場合の対応

Result Ḳ ṡּקּך Ṣ
ṇ

ךּאל ףּ פּ
やさいの断面図から野菜の名称を当てるクイズ。野菜の断面図を観察
することで断面の中に隠されている種子に注目させ、野菜と種子のつ
ながりを考える。
ךּאל ףּ

食べる箇所によって根菜類･葉菜類･果菜類に分類できることを学ぶ。
野菜の花と野菜のペア合わせをしたり、花の形状を観察しグループ分
けしたりして試行錯誤ができる。
לּ שּףּ

肉食、草食、雑食の歯の骨格標本を参考に作成したレプリカを観察し
ながら、切歯、犬歯、臼歯の役割を学んだり、食性によって歯の構造
が異なることを理解したりする。


